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被服学II（構成・美学など）107
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　　　C－46 「まつ'J -丿こ関する研究（2）―「まっり」姉島の性能一
　　　　　　文化す大家政　○橋木､綾成瀬信子　ミ奎嘔大　村田温子　橋本貴美子

　目的　被服構成にぶヽいて奎^な校法の― つX'ある「まっ') a It、指導時に缶こる問

題として、まつるこh. と、くけることを混同する羞や、その箇所に適当で｀ないまつI)

方tする% がある。これを理論的に指導するために必要な-まつることいくけるこ

との相違か､、また各種のまっ1)ゃくけ節奏の性能の差などを斜厚的に解明レ検討１

行なった。
　方法　綿ブロード｀40番包茎布とし. 力'S'ン糸60番で.まっI) C普通まっり、針目の

流れた普通まっり、琉しまっ') ) 、たてまつリ( 正しいたてまっ'j 、正しくないたて

まっ1}）、くけ（正しいくIt、正しくないくけ）七行なぐ

C/iriでバ
人ヵ’゛試料を作っ忙、洗たく前後のまつ1},くけ節分の厚さ、引張り強度、平面摩耗に

よる縫糸の糸t刀れ本数、ま犯洗たくによろ針目のずれなどを測定した。
　結果　トいずれの幄能も布の方向の差より、まっりやくけ方による差の方が大き

い。2、たてまっりは他のまつリャくけより、まっり部/分の引張り強度は大きい。3、

まつり、くけ節分の強皮は、洗たく前ぼ織糸が切断されろが、洗艶く後は縫糸だ切断

ごれろ傾郎こなろ。4 -摩耗によろ縫糸の糸t刀れ強度は.くけ、たてまつり、まつり

の喉に強い、


